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イサラは、労働者の声、パートナーシップや 
イノベーションを通し、グローバル サプライ
チェーンで働く何百万人もの労働者の生活に変
革をもたらす事が出来ると考えています。 
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包括性 イノベーション  インパクト 

イサラ研究所の倫理的サプライチェーンの
ビジョンでは、労働者、地域社会、サプラ
イヤー、送り出し・受け入れ機関、政府、
草の根レベルの団体まで、実際のサプライ
チェーンで活動するあらゆるステークホル
ダーや履行義務の所持者を含みます。ま
た、国際的なバイヤー、サプライヤーや政

府機関ともつながりを持ちます。 

我々は皆、世界各地に住んでおり、話す言葉
や技術的なスキルセットも異なっています。
我々が皆、有意義にリアルタイムでつながる
にはどうしたら良いでしょうか？技術、デー
タやパートナーシップのイノベーションを通
し、人々をつなぐ事が出来、力と情報の非対

称性に対応する事が出来ます。 

倫理的サプライチェーンコミュニティーは、保
護された労働者や彼らが住む地域の人々による
継続した確認やフィードバックを通し、人権や
環境フットプリントについて真に理解すると同

時に、継続して向上する事が出来ます。 

イサラ研究所について 

イサラ研究所は、アジア、ヨーロッパ及
びアメリカに拠点を置く独立したNGO 
(U.S.501(c)(3)non-profit)で、労働者の声、
パートナーシップやイノベーションを通
し人身売買・強制労働問題に取り組んで
います。イサラ研究所は、2014年に反人
身売買や倫理的サプライチェーンの構築
におけるさらなる包括性、イノベーショ
ンやインパクトの緊急な必要性に応じる
形で、国連での勤務経験のある反人身売
買の専門家チームにより設立されまし
た。イサラ研究所は、2024年中盤の時点
で職員35人を有し、そのほとんどがアジ
アを拠点としていますが、ヨーロッパ、
中東やアメリカにも職員がいます。 

イサラのビジョン及び目的は、労働者や
地域社会の為の、また責任あるビジネス
慣行を実現する為の平等で公平なサプラ
イチェーンの構築です。イサラが有する
現場からの視点では、労働者の搾取や環
境利用が見逃されて罰を免れる事で、貧
困や悪しきビジネス慣行が永続している
のは明白です。これは、企業による十分
なデータに基づかない調達活動や他の意
思決定にも見られています。 

イサラ研究所は、エンパワメントされた
労働者の声を中心に据える事で、貧困や
リスクが内在したビジネス慣行へ対応し
ています。これにより、労働者の搾取や
環境利用を見える化し、労働問題や環境

問題へ、現地において持続可能的に根本
的原因の把握に至るまで、より安易に対
応出来るようにしています。 

イサラ研究所との協力・連携に興味のあ
る方は、この冊子に目を通して、我々が
提供するテクノロジーやプログラム、そ
して社会へもたらすインパクトや機会に
ついて学んで下さい。 
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Golden Dreamsは、2017年に労働者や強制労
働のサバイバーにより設計された、移住や
本国帰還において極めて重要な最新情報を
安全にクラウドソーシング、共有、検索す
る為のアプリケーションです。 
 
Golden Dreamsでは、労働者や求職者の為の
スマートフォンアプリを提供しています。
このアプリでは、グループ討論ボード、求
職マーケットプレース、世論調査、ニュー
スや労働者の権利に関する非常に重要な情
報などの機能が付随しています。 
 
Golden Dreamsのユーザーは、労働環境、住
環境、賃金、労働時間、扱われ方、採用関
連費用や送り出し・受け入れ機関よりオ
ファーのあった求人が、実際の求人と正確
に合致しているかなどについて、送り出
し・受け入れ機関や雇用企業を匿名にて評
価する事が出来ます。 
 
Golden Dreamsの求人マーケットプレースで
は、求職者は、ビジネスデスクトップバー
ジョンを使用する認可された企業や送り出
し・受け入れ機関により掲載された求人を
検索し応募する事が出来ます。 

イサラ研究所が展開する変革技術について 

労働者の包括的モニタリング 
(ILM) workervoices.org Golden dreams 

workervoices.orgは、ILM行動 
ネットワークの為のウエブサイ
トで、労働者の声や労働環境の
実情を共有・詳述したサンド
ボックスです。 
 
このウエブサイトは、アジア全
域の労働者が相談窓口へ問合せ
たデーターを集約しており、主
にILMからの匿名化されたデー
タをもとに、サプライチェーン
全体における労働者の継続した
経験や懸念をリアルタイムに表
示しています。 
 
このウエブサイトはまた、世界
のサプライチェーンで働く労働
者の生活や労働に関する様々な
側面を取り上げた労働者主導の
ビデオや小ドキュメンタリーを
英語の字幕付きで掲載していま
す。人々は、このウエブサイト
を閲覧する事で、アジアの労働
者の声と直接つながる事が出来
ます。 

労働者の包括的モニタリング(ILM)は、労働
者の声を中心に据えた技術システム及びマ
ルチステークホルダーの協力プラット
フォームで、2018年に開設されました。国
際的なブランドや小売業者、サプライ
ヤー、送り出し・受け入れ機関や政府機関
は、ILMを通し、より倫理的なサプライ
チェーンの構築を推進する事が出来ると同
時に、労働者や市民社会と有意義な関わり
を持つ事が出来ます。 
 
ILMは、技術的な側面では、移住労働者の
送り出し・受入国において労働者により確
認された採用や労働環境に関する問題のリ
アルタイムなモニタリングが可能な安全性
が保証されたクラウドベースの労働問題管
理システムです。 
 
また、人間的側面では、ILMはサプライ
チェーンにおける人身売買や強制労働問題
の特定や低減と言う共通の目的を達成する
為に、NGOs、労働組合、送り出し・受け入
れ機関、サプライヤー、ブランド・小売業
者、労働者や一般人を革新的で体系的な方
法でつなげます。 
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イサラのラボでは、より倫理的なサプライチェーンをゼロから構築す

る為に、受賞歴のある画期的な技術や研究手法を自前で設計・構築し

ています。これらは、サプライチェーンにおいて労働環境や環境条件

を確認する労働者の安全性を確立すると同時に、彼らとの信頼関係を

構築し信頼出来るデータを獲得する為の唯一の方法です。 

 

イサラ研究所が提供する技術は、労働者へのより優れたサービスの提

供を可能にすると同時に、人権・環境デューディリジェンス(HREDD)を

効果的に実践する為の優れたデータやツールの構築を可能にします。 

イサラは、倫理的なサプライチェーンの
構築や 人権・環境デューディリジェン
ス(HREDD)の実践において、労働者や
サバイバーが非常に重要で代替えの効か
ない役割を担う為のより多くのスペース
を構築しています。これにより、リスク
を顕在化し、複雑なグローバルサプライ

チェーンにおける成功例を実証し、 
事業構造改革を推進しています。 

Golden Dreams スマートフォンアプリ - 
スプラッシュスクリーンで4ヶ国語に対応 
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経営方針: 人権、責任ある採用慣行や
人権デューデリジェンス (HRDD)に関
する方針のレビューをサポート 

能力強化: サプライヤー、送り出し・
受け入れ機関やバイヤーチームの為の
イサラアカデミー研修 

分析及び業務計画: バイヤーのサプラ
イチェーンで活動する労働者、サプラ
イヤーや送り出し・受け入れ機関の見
識に基づいたサプライチェーンにおけ
る人権と環境のデューディリジェンス
(HREDD)及び企業持続可能性デューデ
リジェンス指令(CSDDD)遵守強化の支
援。 

労働者の包括的モニタリング (ILM): 
サプライチェーン全体における労働者
の相談窓口の導入。また、移住労働者
の受入国の製造現場や送り出し国につ
ながる採用回廊における問題の是正支
援。 

 

国際的なバイヤー 

経営方針及びシステム強化: イサラ研究
所は、移住労働者の採用回廊において、
移住労働者の送り出し・受入国の両方
で、送り出し・受け入れ機関及び関連協
会と協働しており、採用方針や実際の採
用慣行の強化、及び市民社会との協力
ネットワークを構築しています。 

倫理的採用ネットワーク (ERN): 求職者や
労働者へのリスクの検知・対応を通し、
ファーストマイルに至るまでの倫理的採
用慣行を実践する為の送り出し・受け入
れ機関や彼らの顧客(サプライヤー・バイ
ヤー)の支援 

診断、研修及び実践的ツール:イサラ研究
所は、 

利害関係者が直面する課題や複雑で変化
する状況への対応方法を理解しており、
実用的なツール、調査、診断、研修や技
術を通しこれらの課題克服や対応をサ
ポートします。  

 サプライヤー 
及び国内産業 

 送り出し・受け入れ
機関及び関連協会 

責任あるビジネス慣行の実現を目的としたイサラのプログラム 

経営方針: 製造業者、加工業者や上流
の小規模事業者の為の人権関連方針の
強化 

能力開発: サプライチェーン上流の小
規模事業者を含め、サプライヤーを対
象としたイサラアカデミー研修の実施 

調査、実践的なツール及びシステム強
化: 保護された労働者の声の知見に基
づいた労働者の満足度調査や採用シス
テム評価を通した人権と環境のデュー
ディリジェンス(HREDD)及び企業持続
可 能 性 デ ュ ー デ リ ジ ェ ン ス 指 令
(CSDDD)遵守及びビジネスシステム強
化の支援 

労働者の包括的なモニタリング (ILM): 
送り出し国の求職者・労働者や彼らの
採用プロセス全体を含め、労働者の
声、内部の苦情メカニズムや労働問題
の是正支援 
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イサラアカデミー 

戦略パートナー
(SP)プログラム 

マルチーステーク 
ホルダーとの関わり 

イサラ研究所は、イサラアカデミーを通し、企業、送り出し・受け入れ機関、市民社会やブ
ランドホルダー・小売業者、ドナーやその他の関係者へ、対面やオンラインにて研修プログ
ラムを提供しています。対面による研修やウエビナーでは、労働者の声やイサラ研究所が有
する現場経験に基づき、ビジネスと人権に関する最新の知見を提供しています。イサラアカ
デミーでは、優れた取り組みを分析・分解し、いかに管理システムやパフォーマンスの向上
を図る事が出来るかについて、事例研究が共有されます。また、アジアにおける労働者や労
働者の採用に関する法律や過程についての最新情報が共有されます。イサラアカデミーはさ
らに、拡大するビジネスと人権コミュニティーの間でネットワークや関係を構築する上で重
要なフォーラムでもあり、これはアジア諸国の国内では特にそうです。 

イサラ研究所は、3日間に渡り開催されるグローバルフォーラムから4半期ごとに国や地方レ
ベルで開催される会議に至るまで、包括的、公平でデータや最新情報に基づいた独自性のあ
るマルチステークホルダー会議を実施しています。イサラ研究所は、これらのマルチステー
クホルダー会議において、倫理的なサプライチェーンの分野における労働者、企業、政府、
NGO、労働組合、学者やイノベーターへ、世界のサプライチェーンにおける労働者の搾取や
人身売買に関連した問題へ取り組む為の現在の慣行やアプローチの批判的分析を促していま
す。イサラ研究所は、公平・公正な意見交換、積極的傾聴や集団的な問題の分析・解決を通
し、問題解決に向けて今後数年間に推進され、時間が費やされるべき最も有望で実証された
アプローチへの理解と同意を形成しています。 

イサラ研究所は、国際的なブランド・小売業者やサプライヤーなどの進歩的な企業とのパー
トナーシップを通し、倫理的なサプライチェーンを構築・実践する為に、労働者の声のエン
パワメント、データ収集・分析や協働アプローチに取り組んでいます。イサラ研究所の事業
モデルは、労働関連のリスクの検知や軽減、ビジネスシステムの改善、そして様々な業界に
おける労働問題の是正など、多くの画期的な成果を生み出しています。イサラ研究所が自前
で開発した労働者の包括的モニタリング(ILM)やGolden Dreamsスマートフォンアプリは、進
歩的なサプライヤーや送り出し・受け入れ機関による苦情メカニズムの管理や移住労働者の
採用へ変革をもたらしています。イサラ研究所の戦略パートナー(SP)プログラムの重点領域
の一つは、労働問題の是正活動とあわせたビジネスシステムの強化や問題の事前予防などの
根本的な事項への重点的な取り組みです。労働問題が発覚した際は、それらの問題の是正対
応と同時に、イサラ研究所のチーム、サプライヤーや送り出し・受け入れ機関により、根本
原因の究明もなされます。これにより、さらなる被害が防止され、時間と共により良い採用
プロセスや労働環境を構築する事が出来ます。 
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出発点: 仕事について良く理解するには、労働者の声を聞く必要があります。 

ILO、Walk Free、IOM (2022)では、世界に
は強制労働の被害者約2,760万人 が存
在し、その内の約1,500万人がアジアに
いると見ています。国際的なブランド、
小売業者や輸入業者にとっては、借金に
よる束縛や強制労働のリスクを抱えた労
働者の存在は、彼らのサプライチェーン
において、検知されていない現代の奴隷
制が存在するリスクもはらんでいます。 
 
しかし、非熟練労働者の採用において
は、彼らを搾取する必要はありません。
事実、移住労働者の採用・雇用は、彼ら
にとって非常に大きなエンパワメントに
なると同時に、サプライヤー、地域社会
や業界にとってはプラスに働くようにす
る事が出来ます。 
  
しかし、NGOや労働組合は強制労働の検
知が可能な一方、企業は多くの場合それ
が出来ません。なぜなら、現地に根付い
たこれらの市民社会団体 (CSO)は、独立
性を保ち、継続した地域への関与を通
し、労働者との信頼関係を構築している
からです。一方で、企業は、多くの場合
監査や監査に基づいた認証を適用する
か、または他のベンダーやツールを駆使

し労働・社会関連のリスクを突き止めよ
うとします。しかし、これらの方法は独
立性に欠けるかまたは労働者からの十分
な信用を得ておらず、報復に対する適切
な保護措置がありません。これらの監査
や企業が牽引する他のツールが、現地の
NGOや労働組合の間では良く知れた強制
労働や社会リスクの検知に失敗する場合
が多いのは、驚くべき事ではありませ
ん。例えば、移住労働者が監査人や訪問
したバイヤーへ労働問題を自由に開示す
る事はまれです。ただ、これは必ずしも
監査人や訪問者の責任と言う訳では無
く、単に当面の問題へ対応する為の正し
いツールでは無いと言う事なのです。 
 
サプライチェーンにおける人権リスクを
ベストプラックティスへ変えようと試み
る企業や国際的バイヤーは、どうすれば
よいのでしょうか？それは、現地に根差
した市民社会団体 (CSO)と提携する事で
す。CSOは、労働者や地域社会との現行
の有意義な関わりを通し、彼らへの人権
や環境影響を理解・是正する上で最も適
しています。 
 
 

国際的なバイヤーの多くは、信頼でき、
独立性を保ったNGOや労働組合の一つ一
つと提携する為の時間的・能力的・労力
的余地を持ち合わせていません。それゆ
え、企業にとっては、労働者の包括的モ
ニタリング(ILM)及びILM行動ネットワー
クが非常に重要です。企業は、ILMやILM
行動ネットワークを通し、精査され、共
通の価値観を有し、労働者や地域社会に
より信頼されたCSOのネットワークとつ
ながる事が出来ます。これらのCSOは、
労働者との真の関係性や現場の専門知識
を有しており、サプライヤー、送り出
し・受け入れ機関や政府と現場で協働す
る為の能力を有しています。 
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21 
マレーシアのミャンマー人労働者 

タイのカンボジア人労働者コミュニテイー 

強制労働を検知する能力 VS 労働者と関わる 

頻度と安全性     

 6つのアプローチの比較* 

* この図のさらなる詳細は、下記の文献をご参照下さい: Rende Taylor, Lisa 
Maria, AM Soto Bernal, M Taylor, and J Basedow (2021). Repayment of Recruitment 
Fees to Workers: 4 Emerging Best Practices. Palo Alto and Bangkok: Issara Institute.  
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労働者の包括的モニタリング(ILM)は、地域や産業をまたいだ

労働者の声です。 

労働者の包括的モニタリング(ILM)は、労
働者の声を中心に据えた技術システム及
びマルチステークホルダーの協働プラッ
トフォームで、国際的なブランド、小売
業者、サプライヤー、送り出し・受け入
れ機関や政府機関へ、より倫理的なサプ
ライチェーンを推進し、労働者、地域社
会や市民社会へより有意義に関わる為の
ツールを提供します。 

 

イサラ研究所と提携するブランドホル
ダー、小売業者やサプライヤーパート
ナーは、ILMを通し、ホットラインや他の
労働者の相談窓口を運用する共通の価値
を持った現場のNGOや労働組合のネット
ワークが記録・管理するサプライチェー
ンにおける労働者の声のリアルタイムな
データにアクセスする事が出来ます。イ
サラは、ILMを通し、労働者や他の受益者
より月に1万から2万5千件超の問合せや
メッセージを受けています。 

 

ILMの主要メトリックスは、イサラ研究所
が管理するwww.workervoices.orgのILMコ
ミュニティダッシュボードにて公開され
ています。具体的には、労働者により報
告された主な強制労働問題、これらの問
題の是正の質や適時性、対応した労働者
数や労働問題数などを確認する事が出来
ます。 

 

イサラ研究所は、www.workervoices.orgと
合わせて、ILMを通し戦略パートナー(SP)
企業へ安全性が確立されたダッシュボー
ド (ユーザーインターフェース)を提供し
ています。戦略パートナー企業は、この
ユーザーインターフェースを通し、各サ
プライヤーの現場で労働者により報告さ
れた労働問題を追跡する事が出来ると同
時に、サプライチェーン全体における時
系列での労働問題の傾向やパターン及び
サプライヤーや送り出し・受け入れ機関
の倫理パフォーマンススコアを確認する
事が出来ます。戦略パートナー企業はま

た、ILMにおいてシステム強化や能力開発
の為の業務計画を策定し、それの進捗や
成果を追跡する事が出来ます。 

 
労働者の包括的モニタリング 

(ILM)は、追跡するデータ及

び有権者やステークホルダー
との関わりや彼らをつなげる
と言う観点から、非常に包括

的となっています。 
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世界における強制労働の63パーセントは、民間経済で起こっ

ており、企業は、労働者や環境への負の影響へ対応する為、

単なる法令順守を超えたこれまで以上に多くの法令に対応す

る必要性に迫られています (OECD, 2023)。 

 

人権に光をあて、優良で実用的なデータへアクセスする為に

は、労働者の保護や安全性の確立そして彼らとの信頼関係の

構築が必要です。イサラ研究所は、企業や政府による対応さ

れる必要があるが、監査や他の査察では検知されない労働問

題や地域社会問題の特定をサポートしています。 

 

今日、バイヤー及び生産者は、労働者や地域社会の本物の声

に基づいた企業デューデリジェンスや問題の是正システムを

構築する事が出来、世界で働く何百万人もの移住労働者に

とってより良い労働環境や倫理的採用メカニズムを推進する

事が出来ます。これにより、移住労働者は、貧困に苦しむ本

国の家族へのより多くのお金を送金する事が出来ると同時

に、地域資源の保護や世帯収入、人的資源、弾力や幸福度を

向上する事が出来ます。 

ILMは、システムや人々へ非常に重要で 

ポジティブな変化をもたらします。 

カンボジア人コミュニティーのメンバー

ミャンマー人移住労働者 
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包括性及びサービス志向。イサラ研究所は、ILMを通

し、業界や職場別の労働者のみならず、あらゆる求職

者、外国人労働者や現地労働者へ常時対応しています。 

 

 

安全・信頼性。イサラは、搾取された労働者や彼らの

データの保護に真剣に取り組んでおり、労働者から信頼

を得ています。 

 

移住労働者の送り出し国から受入国に至るまでに対応。

イサラ研究所は現場で活動しており、移住労働者の送り

出し・受入国の地域社会とつながっており、最新情報や

信頼を得ています。 

 

成果。ILMは有効的に機能しており、対応した労働者は

満足しています。 

ILMが他のホットラインや 

アプリと比較しより多くの 

問合せやメッセージを 

受けるのはなぜか？  

ILMにおける労働者により報告された強制労働問題
トップ10及び問題是正の質 (0～100%) 

2021年9月から2024年8月までの3年間 
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労働者及び企業の為の成果  

保護された労働者を中心に据えた市民社会行動ネットワークの拡大 

  

労働者の相談窓口を通し、労働者の継続したフィードバックを責任ある労働慣行と

つなぐ 

  

サプライヤーや送り出し・受け入れ機関によるリスクへの対応や将来的な問題を防

ぐための問題是正やビジネスシステムの強化 

  

労働者や地域社会が労働問題への対応がなされたかどうか、またどのように対応さ

れたかを確認 

 

国際的なバイヤーによる事業に関するより良い意思決定を行う為のより信頼性の高

いデータや知見の獲得 

企業は、ILMを通し如何に人権デューデリジェンス

をボトムアップに実践できるか？ 
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労働者の包括的モニタリング (ILM) 

人権デューデリジェンス (HRDD) 
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アジアにおける労働者の移住回廊のほと
んどは、インフォーマルな仲介業者 (ブ
ローカー)、オンライン詐欺師、貸金業者
や高利貸の存在により、多くの危険や高
額なコストを払わなければならない危険
性をはらんでいます。 
 

• オンラインや対面にて関わりを持つ
違法な仲介業者 (ブローカー)は、採
用関連書類の準備や送り出し・受け
入れ機関や雇用企業へのアクセスに
おいて、求職者・労働者より高額な
費用を徴収します。 

 

• オンライン詐欺師は、虚偽の求人を
保証する事で、求職者をだましま
す。 

 

• 貸金業者や高利貸は、求職者または
その家族へ、パスポートや採用に関
連した他の書類、交通費、健康診
断、ビザや労働許可書に関連した費
用を支払う為のお金を貸し、彼らに
借金を負わせます。 

 

仲介業者 (ブローカー)や送り出し・受け
入れ機関により求職者からの徴収が可能
な費用が法律で定められていない、ある
いはほとんど定められていない国では、
責任ある採用慣行の実践はさらに難しく
なっています。 
 

ほとんどの業界では、監査を通した法令
順守を通し、責任ある採用慣行を実践し
ようとします。リスクのある送り出し・
受け入れ機関や労働者の存在が判明した
場合は、彼らは除外されます。承認され
た送り出し・受け入れ機関のリストは非
常に短くなり、多額の費用を支払う必要
がある認証プロセスを通った機関のみリ
ストアップされます。求職者は、真実が
明らかになった場合は苦労して得た仕事
を失う恐れがある中、採用関連費用を支
払ったかどうかの情報開示を求められま
す。これは、まさに企業のリスクへ対応
する為のアプローチであり、労働者のリ
スクへ対応する為のものではありませ
ん。 

 

代わりに、より人権デューディリジェン
スに基づいた異なるアプローチ、仲介業

者(ブローカー)や詐欺師などのリスクや
高額費用の問題への正面からの対応に時
間や資源を投資してはどうでしょうか？ 
これは、労働者や地域社会、企業や政府
など皆に利益をもたらすはずです。 

 

これは、ILM行動ネットワークがまさに
行っている事です。ILM行動ネットワーク
は、進歩的なサプライヤー、送り出し・
受け入れ機関、政府や現場に根付いた市
民社会団体 (CSO)などを倫理的採用ネッ
トワーク (ERN)としてつなげ、以下の活
動を通し、越境の採用活動全体及び
ファーストマイルに至るまで、労働者の
包括的モニタリング (ILM)を拡大しま
す。 

 

• 求職者の教育やエンパワメント 
• 仲介業者(ブローカー)による非合

法・過度の費用の徴収や違法行為の
検知及び介入。 

• Golden Dreamsスマートフォンアプリ
を通し、求職者による情報入手や合
法な求人への応募を支援 

ファーストマイルに至るまでの倫理的採用慣行 
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労働者の採用回廊がこのような場合、 

どうすれば責任ある採用慣行を 

実現出来るでしょうか？ 

倫理的採用ネットワーク (ERN)を通し、 

リスクを有する採用回廊へ変革をもたらす 
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ネパールの地域に根付いたNGOパートナーによ

る同国の人口流出が高い地方の求職者の教育及

びエンパワメントを通し、求職者が有する権

利の情報やGolden Dreamsスマートフォン

アプリ(ウジョール サパナ (ネパール語)) 

を共有 (左の写真) 
 
ミャンマーのNGO及び労働組合による、違

法な仲介業者(ブローカー)や詐欺師の特定・

介入など、現場における最新の課題や成果を

共有する為のミーティング (右の写真) 

倫理的採用ネットワーク及びGolden Dreamを通した 

移住労働者の採用システムの変革 
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イサラ研究所のスタッフは、首都における契約書

への署名(左の写真)及び出発前研修(中央の写真)

や、受け入れ国の職場などにおいて求職者と

直に接し(右の写真)、彼らを支援する事が出

来ます。 
 
 

イサラは、地域社会で活動するNGO及び労働

組合のメンバーや、ILM行動ネットワークメンバーと連携し倫理

的な採用慣行の強化を図る協力関係にある送り出し・受け入れ 

機関や雇用企業との協働を通し、移住労働者との信頼関係や彼らの

保護をより強固なものにしています。 
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イサラ研究所の事業モデルにおける8つの重要な要素 
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収益 
(2021～2023) 

パートナー及びドナー (2024) 
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